
料金の記載がないものは無料ですが、入館料等が必要な場合があります。
申込みで抽選等の記載がないものは先着順です。　はホームページを表します。

　バスで木製品製造工場や家具のショー
ルームを訪れて、製造工程を見たり、家
具に触れたり、工芸センターで加工の体
験をしたりします。
とき　10月21日㈯　午前９時～午後５時
集合場所　総合庁舎（６の９）前
定員・見学先　15人（抽選）・いさみや
（家具）、旭川デザインセンター
【申込】９月29日㈮までに、工芸センタ
ー　66・1770

　旭川をはじめ道内113の窯元が集まり、陶芸品の展示や販売を行
います。ろくろ実演や陶芸体験、チャリティー福袋販売の他、小学
生による、粘土を高く積み上げる競争や、特別企画「ふだんづかい
のマグカップ展」も開催します。
とき　９月23日㈯・24日㈰　
午前10時～午後５時
（24日は午後４時まで）
ところ　地場産業振興
センター（神楽４の６）
【詳細】工芸センター　66・1770

　改修のため休館していた彫刻美術
館が、10月８日㈰に再オープンし、
これを記念して様々なイベントを開
催します。旭川ゆかりの彫刻家・中
原悌二郎の彫刻作品や、改修された
重要文化財「旧旭川偕行
社」をぜひ、ご覧くださ
い。（詳細は市　に掲載）

　10月８日の催し
●オープニングセレモニー
時間　午前10時から
※再オープン記念クリアファイルを
　午前10時30分から配布（数量限定）
●中原悌二郎賞受賞作家
　青木野枝さんによる作品解説
●青空市・マルシェ祭り
時間　午前11時から
●あさっぴー・ゆっきりんと
　記念撮影
時間　午後０時30分～１時、午後１
時30分～２時、午後２時30分～３時
　ミニコンサート
とき　10月15日㈰　
午前11時から、午後１時30分から

　贈呈式や、同賞受賞作家・青木野枝
さんの記念講演会を開催します。
とき　10月７日㈯　午後３時から
ところ　大雪クリスタルホール（神楽
３の７）
申込　10月２日㈪まで

　バスツアー参加者募集
①旭川彫刻散歩
とき　10月９日㈪　
午前10時30分～午後３時20分
集合場所　旭川駅
対象・定員　小学生以上（小学３年
生以下は保護者同伴）・20人
講師　北海道教育大学准教授　
　　　岩永啓司さん
　　　　見学先　市内の野外彫刻、
　　　　　　　　彫刻美術館など

②旭川文化芸術巡り
とき　10月14日㈯　
午前８時45分～午後４時15分
集合場所　総合庁舎（６の９）前
対象・定員　どなたでも（小学３年
生以下は保護者同伴）・40人
見学先　養蚕民家、彫刻美術館など

◎
申込　①②９月20日㈬の午前９時か
ら

と　き　10月８日㈰～15日㈰　
　　　　午前９時～午後５時（８日は午前10時30分から）
ところ　彫刻美術館（春光５の７）ほか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【詳細】彫刻美術館　46・6277
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第40回の受賞作品：青木野枝「原形質／2015」○

　「吹奏楽で行くヨーロッパ音楽の旅！」の
出演者から、演奏技術を学びます。
参加者は１日限りのブラスバンドを結成し、
12月28日㈭のステージで演奏します。
とき　11月25日㈯、12月26日㈫・27日㈬（全３回）
※時間は問い合わせを。
ところ　大雪クリスタルホール（神楽３の７）
対象　楽器演奏経験のある小・中学生
定員　30人（同じ楽器の参加申込み多数の場合は抽選）
申込方法　９月20日㈬～10月20日㈮に、大雪クリスタルホール
（〒070－8003　神楽３の７）・カワイ旭川ショップ・玉光堂・
ポテトサービスセンター・ヤマハミュージック他にある申込用紙
に記入し、郵送または直接、大雪クリスタルホール
【詳細】大雪クリスタルホール　69・2000

①夜間の救急医療体制の変更案　
夜間の救急医療を、夜間急病センターから
市立旭川病院へ移行することについて
②最終処分場建設候補地比較評価方法案
次期最終処分場建設候補地の評価を行うた
めの方法や項目について
資料の配布場所　
市政情報コーナー（６の９　総合庁舎１階）、
各支所・公民館、市　意見提出手続の他、
①保健総務課（７の10　第二庁舎５階）、
②廃棄物処理課（総合庁舎８階）、廃棄物
処分場（江丹別町芳野）、第二庁舎・第三
庁舎（６の10）案内
資料の配布・意見の提出期間
①９月20日㈬～10月20日㈮　
②９月25日㈪～10月27日㈮　
【詳細】①保健総務課　25・6354、②廃
棄物処理課　59・4646

ご意見をお寄せください

　旭川市の姉妹都市であるアメリカ
のブルーミントン・ノーマル両市の
訪問団が、姉妹都市提携55周年を記
念して、８月１日から６日までの日

程で旭川を訪れました。
　２日に行われた記念式典で、西川
市長がブルーミントン市のテリー・
レナー市長（写真左）とハリエット

・スタインバック姉妹都市委員会前
委員長に、旭川市国際親善名誉市民
の称号を贈呈しました。
【詳細】都市交流課　25・7491

彫刻美術館が再オープン
アートウィーク in あさひかわ～みんなで行こう！ 偕行社

イン

あおき　の　え

期間中は
観覧料無料

○車道に自転車の
　通行空間を表示
　（イメージ）

大雪クリスタルホール自主文化事業
吹奏楽で行くヨーロッパ音楽の旅！コンサート

ブラスバンドの
ワークショップ参加者募集

国際親善名誉市民の称号を贈呈
旭川市との国際親善に貢献した外国人に、友情と敬愛、
感謝の意を表すために贈る称号です。

第40回 
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料金の記載がないものは無料ですが、入館料等が必要な場合があります。
申込みで抽選等の記載がないものは先着順です。　はホームページを表します。

　バスで木製品製造工場や家具のショー
ルームを訪れて、製造工程を見たり、家
具に触れたり、工芸センターで加工の体
験をしたりします。
とき　10月21日㈯　午前９時～午後５時
集合場所　総合庁舎（６の９）前
定員・見学先　15人（抽選）・いさみや
（家具）、旭川デザインセンター
【申込】９月29日㈮までに、工芸センタ
ー　66・1770

　旭川をはじめ道内113の窯元が集まり、陶芸品の展示や販売を行
います。ろくろ実演や陶芸体験、チャリティー福袋販売の他、小学
生による、粘土を高く積み上げる競争や、特別企画「ふだんづかい
のマグカップ展」も開催します。
とき　９月23日㈯・24日㈰　
午前10時～午後５時
（24日は午後４時まで）
ところ　地場産業振興
センター（神楽４の６）
【詳細】工芸センター　66・1770

　改修のため休館していた彫刻美術
館が、10月８日㈰に再オープンし、
これを記念して様々なイベントを開
催します。旭川ゆかりの彫刻家・中
原悌二郎の彫刻作品や、改修された
重要文化財「旧旭川偕行
社」をぜひ、ご覧くださ
い。（詳細は市　に掲載）

　10月８日の催し
●オープニングセレモニー
時間　午前10時から
※再オープン記念クリアファイルを
　午前10時30分から配布（数量限定）
●中原悌二郎賞受賞作家
　青木野枝さんによる作品解説
●青空市・マルシェ祭り
時間　午前11時から
●あさっぴー・ゆっきりんと
　記念撮影
時間　午後０時30分～１時、午後１
時30分～２時、午後２時30分～３時
　ミニコンサート
とき　10月15日㈰　
午前11時から、午後１時30分から

　贈呈式や、同賞受賞作家・青木野枝
さんの記念講演会を開催します。
とき　10月７日㈯　午後３時から
ところ　大雪クリスタルホール（神楽
３の７）
申込　10月２日㈪まで

　バスツアー参加者募集
①旭川彫刻散歩
とき　10月９日㈪　
午前10時30分～午後３時20分
集合場所　旭川駅
対象・定員　小学生以上（小学３年
生以下は保護者同伴）・20人
講師　北海道教育大学准教授　
　　　岩永啓司さん
　　　　見学先　市内の野外彫刻、
　　　　　　　　彫刻美術館など

②旭川文化芸術巡り
とき　10月14日㈯　
午前８時45分～午後４時15分
集合場所　総合庁舎（６の９）前
対象・定員　どなたでも（小学３年
生以下は保護者同伴）・40人
見学先　養蚕民家、彫刻美術館など

◎
申込　①②９月20日㈬の午前９時か
ら

と　き　10月８日㈰～15日㈰　
　　　　午前９時～午後５時（８日は午前10時30分から）
ところ　彫刻美術館（春光５の７）ほか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【詳細】彫刻美術館　46・6277
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第40回の受賞作品：青木野枝「原形質／2015」○

　「吹奏楽で行くヨーロッパ音楽の旅！」の
出演者から、演奏技術を学びます。
参加者は１日限りのブラスバンドを結成し、
12月28日㈭のステージで演奏します。
とき　11月25日㈯、12月26日㈫・27日㈬（全３回）
※時間は問い合わせを。
ところ　大雪クリスタルホール（神楽３の７）
対象　楽器演奏経験のある小・中学生
定員　30人（同じ楽器の参加申込み多数の場合は抽選）
申込方法　９月20日㈬～10月20日㈮に、大雪クリスタルホール
（〒070－8003　神楽３の７）・カワイ旭川ショップ・玉光堂・
ポテトサービスセンター・ヤマハミュージック他にある申込用紙
に記入し、郵送または直接、大雪クリスタルホール
【詳細】大雪クリスタルホール　69・2000

①夜間の救急医療体制の変更案　
夜間の救急医療を、夜間急病センターから
市立旭川病院へ移行することについて
②最終処分場建設候補地比較評価方法案
次期最終処分場建設候補地の評価を行うた
めの方法や項目について
資料の配布場所　
市政情報コーナー（６の９　総合庁舎１階）、
各支所・公民館、市　意見提出手続の他、
①保健総務課（７の10　第二庁舎５階）、
②廃棄物処理課（総合庁舎８階）、廃棄物
処分場（江丹別町芳野）、第二庁舎・第三
庁舎（６の10）案内
資料の配布・意見の提出期間
①９月20日㈬～10月20日㈮　
②９月25日㈪～10月27日㈮　
【詳細】①保健総務課　25・6354、②廃
棄物処理課　59・4646

ご意見をお寄せください

　旭川市の姉妹都市であるアメリカ
のブルーミントン・ノーマル両市の
訪問団が、姉妹都市提携55周年を記
念して、８月１日から６日までの日

程で旭川を訪れました。
　２日に行われた記念式典で、西川
市長がブルーミントン市のテリー・
レナー市長（写真左）とハリエット

・スタインバック姉妹都市委員会前
委員長に、旭川市国際親善名誉市民
の称号を贈呈しました。
【詳細】都市交流課　25・7491

彫刻美術館が再オープン
アートウィーク in あさひかわ～みんなで行こう！ 偕行社

イン

あおき　の　え

期間中は
観覧料無料

○車道に自転車の
　通行空間を表示
　（イメージ）

大雪クリスタルホール自主文化事業
吹奏楽で行くヨーロッパ音楽の旅！コンサート

ブラスバンドの
ワークショップ参加者募集

国際親善名誉市民の称号を贈呈
旭川市との国際親善に貢献した外国人に、友情と敬愛、
感謝の意を表すために贈る称号です。

第40回 

来てね

15 こうほう旭川市民　2017（平成29）年◦９月



　
道
路
除
雪
で
か
き
分
け
ら
れ
る
雪
を

残
さ
な
い
よ
う
、
処
理
す
る
制
度
で
す
。

市
道
に
面
す
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
次
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
の
み
　
●
高
齢
者
と

女
性
の
病
弱
者
　
●
高
齢
者
と
中
学
生
以
下
の

子
供
　
●
高
齢
者
と
重
度
身
体
障
害
者
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
）
　
●
重
度
身
体
障
害

者
の
み
　
●
重
度
身
体
障
害
者
と
女
性
の
病
弱

者
　
●
重
度
身
体
障
害
者
と
中
学
生
以
下
の
子

供
　
●
重
度
身
体
障
害
者
が
い
て
自
力
で
処
理

が
で
き
な
い
方

※

自
力
で
処
理
で
き
る
場
合
や
間
借
り
、
ア
パ

　
ー
ト
に
居
住
し
て
い
る
場
合
等
は
、
対
象
外
。

申
請
方
法
　
介
護
高
齢
課
・
障
害
福
祉
課
で
配

布
す
る
申
請
書
に
記
入
し
、
10
月
13
日
㈮
ま
で

に
、
70
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯
は
介
護
高
齢

課
（
〒
０
７
０

－

８
５
２
５
　
６
の
９
　
総
合

庁
舎
２
階
）
、
そ
の
他
の
世
帯
は
障
害
福
祉
課

（
〒
０
７
０

－

８
５
２
５
　
７
の
10
　
第
二
庁

舎
１
階
）
に
郵
送
、
ま
た
は
印
鑑
を
持
参
し
て

直
接
各
課

※

10
月
13
日
以
降
も
申
請
可
。
た
だ
し
、
結
果

　
通
知
ま
で
に
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
。

【
詳
細
】
介
護
高
齢
課
　
25
・
６
４
５
７
、
障

害
福
祉
課
　
25
・
６
４
７
６

利
用
期
間
　

助
成
券
交
付
日
〜
来
年
３
月
25
日
㈰

対
象
世
帯
　
●
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）

●
母
子
・
寡
婦
　
●
言
語
・
聴
覚
・
そ
し

ゃ
く
機
能
障
害
を
除
く
身
体
障
害
者
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
）

※

今
年
度
分
の
市
・
道
民
税
課
税
世
帯
や
、

　
市
内
に
子
供
が
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

　
外
。

助
成
券
額
　
１
万
５
千
円

※

市
の
指
定
業
者
に
の
み
利
用
可
。

申
請
方
法
　
介
護
高
齢
課
（
〒
０
７
０

－

８
５
２
５
　
６
の
９
　
総
合
庁
舎
２
階
）

で
配
布
す
る
申
請
書
に
記
入
し
（
各
地
区

民
生
委
員
の
押
印
と
意
見
欄
へ
の

記
入
も
必
要
）
、
10
月
13
日
㈮
ま

で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
同
課

※

10
月
13
日
以
降
も
申
請
可
。
た

　
だ
し
、
結
果
通
知
ま
で
に
約
１

　
か
月
か
か
り
ま
す
。

【
詳
細
】
介
護
高
齢
課

　
　
　
　
　
　
　
25
・
６
４
５
７

　旭川市社会貢献賞

●荒木関　栄さん
旭川市青少年育成部連
絡協議会会長等を歴任
し、青少年の健全育成
活動の推進に貢献
●東峰雅博さん
旭川民間保育所相互育
成会理事長等を歴任し、
保育や福祉の向上に貢
献

●中島智子さん
旭川市教育委員会委員
として、教育行政の推
進に貢献

●村田秀幸さん　
旭川市消防団副団長等
を歴任し、安心安全な
まちづくりの推進に貢
献

　旭川市産業貢献賞

●市田敏行さん
北海道中央農業共済組
合理事等を歴任し、地
域農業の振興に貢献

●二坂　徹さん
北海道建築士事務所協
会旭川支部支部長等を
歴任し、北国の快適な
住環境づくりに貢献

旭川市の社会の発展や産業の振興に長年にわたって貢献し、
その功績が特に顕著な方に贈る賞です。　
　　　　　　　　　　　　　　【詳細】秘書課　25・5306

　レジ袋などに
入れた資源ごみを、さらに大き
なごみ袋に入れて排出すると、
中身を出すのに手間取り、選別
作業の大きな妨げになります。
資源ごみは小袋に分けずに、１
つの袋に直接入れてください。
【詳細】環境政策課
　　　　　　　　　25・6324

旭川市貢献賞を贈呈
平成29年度

い ち だ 　としゆき

に さ か 　　とおる

なかじま　ともこ

むらた　ひでゆき

あ ら き ぜ き 　　さかえ

とうみね  まさひろ

16こうほう旭川市民　2017（平成29）年◦９月


